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本論文は、 が国の地域 の メントのあり方を考 することを としている。 の国 を た

る事例研究の対 とし、 の 者に対して ン ー 査を行い、事例研究を行った。   

が発 したバ ン ト ー の みを いて、 の の の

と学 の の の ら を行い、 れ れの の メントを対 することで、

性のある に特 な を した。 の えで、 の ー ー を応 した地域 の経 を

した。 

 
ー ー  ト ー  

 
 

今 、 多 の が 界 で開催されている。例

えば、 ン は ン の ート地であるが、 ン

の知名 は ン 国 によって 成されていると

いっても ではない。 の開催は地域 ン の

成をはじめとする地域活性 にも寄 することになる。 
が国においては、 のものまでを含めると な

とも100 の が 国各地で 年開催されてお

り、 だ を見ると 本の の は に

である。ただ、 の多 は事業 だ では の

ができないため、 の はもっ ら を と

しない によって行 れている。また、多 の

の は であり、 の多 は ン

を 成するに っていない。 
バ には おこし、 おこしの名 で多 の

が開催され、 さなものまでを含めると年 200 ら

300 もの があるとい れていたが、 の多 は

の に していった。 れでは していった

多 の と 多の の を り えて してき

た の いは なの 。 
には、 産業の と発 の 、 産業

に関 する の発 と 成、開催地の や

り、地域活性 な のさま まな が されてい

る。だが、 を開催したとしても、 の は

に発 されることはない。地域が活性 されるため

には、 の メントを に させ、

を して開催することが である。本研究は、地域

活性 のための の メントの方 性を考 す

ることを としている。 

研究  

本研究は に と ン ーを 心とする ー

ー による な ー を している。本

研究では、 ン ー(2008)の
国 に掲載されている110 の の

、5 回 に って して開催されている

であり、 年 を じて が 在している

を 査対 とし、 のな ら開催 が重 し

ないよ に して、 ばり国 ン

、 ー ン地 、SKIP
国 D 、 メー ー

バ 、 ン ー バ とい 5
の国 を たる事例研究の対 として し、

れ れの を 回に って 地 査した えで、

の 者に対して 査を した。また、

国 の4 の ン ン ント の に対し

て き り 査を した。事例研究に たっては、

Kaplan and Norton(1992)が発 したバ ン ト

ー (BSC)を として い、 れ れの

の メントを対 することで、 性のある

に特 な を することにした。 
 

研究  

BSCは の の

と学 の の の 4 の らなる

業 である。また、BSCは業 と

してだ でな 、 の ンと を 成員に

させるための メント ー として いられて

いる。 
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活動の ン 成の に いては、これ

まで な研究が行 れており、例えば、Anthony and 
Young(2003)、Cutt and Murray(2000)、GASB(1994)
な が ン 成に いての の として、

ン ト、 ト ト、 ト の関 を論じてい

る。ここで、 本にお る の開催 を考えてみ

ると、 メント のものが に していない

ー が多 、 ンが に しないまま

の 活動が行 れている。 ンの 成を 現させ

るための メントに いての考 を行 ためには、

業 としてのみならず、 メント

ー として活 することのできる みで事例研究

を行 ことが ましいと考えられる。 こで、本研究に

おいては の ー ーに対して した

査によって られた ー をもとに、BSCの ー

ー に って の の

の と学 の とい 4
の ら の を行っている。 

に しては、 ン ー

（2008）の ン ート 査の を することにより、

性のある では、BSCの各 の が

であり、BSC の れ れの が に び き、

ンの 成 た 関 が になっている

との るや な を した。 では、この を

し 、 たな発見を行 ことを として事例研

究を行ってい ことにする。 
 

 
  

 査対 とした5 の の と れ れの

ンを する。 
ばり国 ン は、1990

年 2 月に で まった ーやSF な

を ー とした である。2006年に の に

よって は となったが、2007年に 関 者

らによって、 ばり応 が開 れ、2008年 ら

は の として 活し、開催が いている。

の な ンは、 は

による おこしにあったが、 後は、地域 らの

報発 により、 を れ られないよ にするこ

とが ンの と となっている。本研究では

バ ーの に対し、2009 年 2
月27 に 査を した。 

ー ン地 は 1992 年に開

された地 を ー とする国 である。

で めての を ー にした国 として ま

り、 をはじめとする 界の

と 者を している。 の な

ンは、 を じて、 題に いて考えるきっ

を るとい ことである。本研究では、

ーの に対し、2010 年 11 月 17 に

査を した。 
SKIP 国 D は、2004 年 ら

にある 、SKIP で開催されてい

る を する である。

の な ンは、SKIP の 場者の

加とともに、 産業の と 産業にお

る の 成である。本研究では ー

の に対し、2010 年 11 月 25 に 査を

した。 
メー ー バ は、1987年に

開 された 、 を 心に する

である。 の な ンは、 の

に を発表する 会を することと

の 成である。本研究では、 事 の に

対し、2011年6月29 に 査を した。 
ン ー バ は、 ン

国 の の を て 1992 年に

ートした も を する である。

の な ンは、国 である。本研究で

は、 ー ーの 平 に対し、2011 年 5 月

25 に 査を した。 
、事例研究の対 とした の メントの

特徴に いて、BSCにお る各 に してい 。 
 
  

の は、 の は であり、 のため

に のよ な を するの とい であり、

に の 足 で することができる。 
Kotler and Armstrong(1997)は、 な ー

ン に対して、 ー 業の ー ン を 業、

業員、 との関 で している。 の ー

ーをこの ー ー で えた場 、 の

ー ー の ー ン は 催者

（ ー ー ン ）、 催者 者

び の の関 者 ( ン ー ー ン )、
者 び の の関 者 （ ン

ー ン ）、の関 で えることができる（

1）。 
本研究では に 査と をもとにして、これら 
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 ー  

 

の3 の ー ン の特徴を した。各 を

査した 、 の が された。 
 

 ー ー  
  ー   ー  ー

ー

ー

 

な
と大
な

とのバ
ン を重

 

特に意
した対応
はしてい
ない 

に たっ
て

らしさに
執しな

いで、多
彩な

編
成を  

さいな
がらも

を
する
で

あるとい
方 を
して
して

いる 

の
で

も 足し
てもら
ことを重
し、
して
せの

を ら
ない

 

の
ン

を っ
て し
ている
を  

国各地
で 回

を 行
い、 発
活動を行
っている 

心でも
地方でも
な い た
め、地域
特性は
しに い 

が 心で
あ る た
め、
の 発
表の場で
あること
を重 し
た に
している 

は
ー

である
ため、
性より

も も
の
を

としてい
る 

ー
ト

 
 

ン

の
ン

に 特
し、
ー ーが
ー

ト 

題
に を

が ー
ト 

として
大

が ー
ト 

学 と
を

心に
ー ト

 

もを
心に
を

ー ト
 

 
が の ー に対応することによって

を 足させ、 動員 を し、 の として多

の を集めることが となり、 の を

ならしめるとい を重 する 経 の方

に対して、 催者 が を 発したいと考えてい

る を ン して するとい 催者の

ーを重 した の方 もあり、この

者には ン が じる。だが、 性のある

は、 ー の対応と 催者の ーとの

バ ン を に っている。 

性のある は、 者が 開催地

の特 を し、 の特性を した ン

を行ったり、地域の特 を活 したりするな して、

を 性 なものに する がある。 
性のある は、 に対して な ー

ト を行い、 が 足している場 であっても

な 報活動を する がある。 
 

ー ー  
ー  ー ー

 

ン
ン

では
自

と
なってい
る

募方
のため、
自

と
なってい
る 

ン
を

し、この
で

し 見ら
れない
を重  

とい
でやって
いない特
のある
を

 

を 査
し、 自
に を

ン し
ている

 

催者が
メ ン会
場を
し、 の
会場に
いても
関 を

 

会場
を す
る
が 催
体として
加 って
いる 

催者が
会場を
し、会

場 の
動員が

の
の

 

会場
者が
ン

ーの
として
っている

催者で
ある
や
の

を で
きる体
を  

 

の の
関 で
約を
る 

特に意
していな
い 

行 の
執行と
報告

の の
約を
る 

特に意
していな
い 

も
の た

め、学
の

が
ましい

との
がある 

報

ー

ー

現 地
、メ
の

者、
ン
の ン
による自

な

にも重
 

題
に の
ある
らの
ン

ーな 報
発 が

 

特に意
していな
い 

学 や
者の知
を

として
 

名
トが自ら
報発

すること
によって
行 報
活動を重

 

 

地域
が
に
の ン

と
して参加
す る な
、

は で
いる 

本 では
特に意
していな
いが、
国で 回

する
ことで地
域 と
の を

 

体
の
ン
とい
は

成されて
いるが、

は
題 

特に意
していな
い 

と
の 関

に あ
り、
ン

な の
が

ある 

 

性のある は、 では見ること

のできない を 自に ン して する

ことを重 する がある。 
性のある は、 の開催会場の 者に

催者や 者になってもら な の 関 を

しており、開催会場を に している。 
の開催 は、 の事 だ で で

するものではな 、地域にお る の ント との

バ ン を考 して しな ればならないとい さ
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ま まな事 がある。 
報 に いては、メ の 者に の

ンになってもら な 、 を り ー

ーの 体を に り を行っ

ている。 
開催地の地 地域 との に いては、 ま

している事例もあり、 の に地域 が関

ることによって、地域 と ー ーな

との が され、地域 の な によ

る地域に対する な 足 が れ 高まったの

とい 意 の での地域活性 に寄 してい

る。ただ、 に、現 では 題が多 、地域 と

の は ま していない が多い。 
 

ー  
  ー   ー  ー

 

者に
よ る
、

との
の場が
、
に多
され

ている 

の
後に
会を
してい

ることで
参加者と

者の

を って
いる 

や り
な の
ントを

に加え
て高
を すこ
とに
している 

ント
を す

と、 の
年 の
り がり
に さ
れ る た
め、
を 体と
している 

者を
トに
する
では

ないが、
多 の
トを
し、

しめる
を

 

者 び の の関 者にとっての い とは、

自らが した が ー に び のはも

のことであるが、 ー ーとしては、 動員

が多 、 の 応が り、 者に対する

がしっ りしていることな が になっている。

にいえば、 が り として成 している

ことである。 
 
  

の は、 足に大きな を え

る ら き されるものである。

の は、 約の で、 の 足を

するための を す。 
の 催者に対する 査 ら された特徴

は のとおりである。 
 
  ー   ー  ー
ノ

 

の

の
の

を活
した 
 

の

ー、
名
論 の
あり 

メー ー
の あ
り 

催者は
ら

を が
ており、

い
を す

る 

メン
バーには

業界
関 者、

経
者が含

まれてい
た

ー  ー ー

ン に
の い

ン

ーが
査を
に き
る体

を
 

査
で 本
に り、

査
でさらに

本
後に り
み、本

を
行 。
のな
ら の
査員で

大 と
査員特
を

する 

の
査 者
が 本の

を
に

て 査す
る体 を

 

募
は
査、
査とい
体 を

 

ン

ーが 界
各国 ら
集めた
を事
でさら

に
し、
には
ン ー

の意見を
り れ

て
を

する 

ー
 

論
を

ン

ーと
して
している
 

な

ン
ー

は て
い な い
が、事
、

ン

ー
を し

ている
がいる 

ーが

ン
ー

として
してい

る 

に いて
は、

の

ー を
、

で を
し た

り、
と

の

を  

の

ン
ー

を て
おり、
の

な を行
っている

 
の には のノ が 足

するが、 の な との 関 を するこ

とにより、 を させている。 
ン ン の の場 、 の 査体

は によってさま まである。ただ、 で

行っている場 であっても、 査委員は ン の

に対する の い 者と考えられる が

査を めている。 
本研究で事例研究の対 とした では、す て

ン ーがいる 、あるいは

ン ー を ている。特に 性

のある では、 業界 ら があると さ

れている ン ーが している。

これは、 に関して、 成に た な

行 ー の が行 れているとい ことである。 
 
  

 と学 の とは、 業でいえば の

や を に し、 を高めて しい

を開発することな をい 。 にお る と

学 とは、 を してい ために 体はい

なる と学 を成し な ればならないの とい

題である。本研究においては、 成員 ー で

はな 、 トとしての の と学 に

いて 査した。 の 、 の を することが

できた。 
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  ー   ー  ー

 

の
後に

で 活し
た 
 

が
しても

を
した 

は開
、

な
を

して
いる 

ト
の

を
させて

いる 

は
もまば

らだった
が、

に
を 重
、
を

した

 

を
で

してい

を るた
めに、
年 を
行ってい
る 

は
だ

をおこ
なってい
たが、
方 な

ー
ンの場を

るな
の

を行って
いる 

ら
年 で
じ

の
はできな
いとい
計 を
て て い
る。
に し
な なれ
ば を
本 に
させ

る方  

の
との

を
するな
、

を さ
せている
が、
性の
ら じ
の

 

地方自治
体と

す
るな 、
年ごと

に計
に を
めてい

る 

 

を て
い
ントは各
ートの

ト の
による 

会 の
ン
が

え た た
め、業
の 性
が高まっ
た 

をと
る 者
が 経
だったた
め、
は が
じた 

特に 題
もな 業
は 行

されてい
る 

者に
を

たせ、
を

えている

ー

ト 

各自が自
に

を し
て 現さ
せるとい

を
重 して
いる 

な
な

ので特
な
メントは
していな
いが、
者は約

 

ン
を に

、
の に

会を
ている。

は  

ン

は
の

に
する
で多
成されて
いる 

ン
は

成 と
を

めてい
る と
え、
に
には
に

し で
もら

 
 

性のある は、 を重 、 のあ

る をしている。 は 動員 のない

であったとしても、事例研究で り た

は、 れ れ を させることを の と

している。 は の らいの を でき

る によって開催 が を るが、事例

研究に り た においては、たとえ が

した場 であっても、 に応じて を させ

、 の を っている。 
性のある は、 開催ごとに に

ら の を行っている。 
いずれの においても ン を

しているが、 だ いても現場が するだ で

あり、 れ れの ートを する 者の が重

である。 
ン の メントに いては、 ン

が を めているの を に し、 ン

の ー ンを高めるよ な メントが

であり、 性のある においては、 ン

の を たし 、 な を行っ

ている。 
 
  

 の は、 業でいえば、 業の の

と 行が 業 の に の び いたの を

すものであり、BSCでは に の に 業の

活動が されることになる。これに対して、

においては の は ー ではな 、 足

の ー ーであると に活動の 約 として

られる。 にお る の は、 のた

めの をい に することができている とい

と 体が トを に し 、 に の

よ に を するの とい に ることがで

きる。事例研究の 、 の が された。 
 

ー  ー ー

 

活後の
は
し た

が、
ン
の活 な
で開催

を

バ
の5 の
1 の
になった
が、

に
せて開

催を  

は
してい

る 
成 だ
に

しない方
で開催
を

させな
がら開催
を

が
ず し

で
きず、
になっ

ても
を し
て

資

 

を
活させ

るのであ
れば、応
すると
し た
業が
在す

る 

業
が に
って
に

を
し て
いる 

知
事と

が
を

である
と し
ている 

が
ン

ーの ー
ト

と し
ていると

 

者は

の に
して

いると
表

者は え
ている 

例
資 の

の知名
が 活

後の
にも

で寄  

業
が に
って
に

を
し て
おり、
した

 

は
してい

る 

特に意
していな
い 

10 回
の開催
らい

ら
が

になった

ー

ー

 

した
の知

名 が
ー
ントに

もなって
いる。
ン の

成
を

し、
会

が ン
ー
を

題
が 題に
なっても
特に
ン ーが
加した
では

ないが、
ン

ー自体が
して

いる 

関
の 業

には
ー でき
ている 

を
す学 が
な

のため、

、
業

に
ー する
ことがで
きる 

も

のため、
を対

に
ー

ンを
やすいこ
とが
ン ーに
メ ト
となって
いる 



研究ノート 

132 

  ー   ー  ー
資

 

のため、
に

1000
でも
が
めば

じ で
は開催で
きないと

 

が す
れば
は じ
では
できな

いと  

行 が
の

を
すれば、

は
でき

ないと
 

本 に
自
の
でできる

で開
催する方

 

ン ーの
に

してお
り、
の ン
ーの
だ で

は し
ない方

ー
 

と
メ

 
 

メ
と
 

に
は 産
業の  

場者
とメ
掲載
 

メ
と
 

 

やりたい
が現 の
体 では
経
の は

 

特に考え
ていない 

特に考え
ていない 

特に考え
ていない 

特に考え
ていない

 
は に って開催 を させることが

であり、 している は、 に せ

て開催 を させながら を させている。 
が する ントは、 の 者

が を であると する に する

が い。これは、 者が すれば

が すると に、 者の意 により、

が できな なる 性が に高いとい こと

を意 する。 
が すればする 、 らの が

になるとい がある。 
している は ー や ン トに ン

ーに する ー ー が っている。 が

ー によって、 に ン ーが きやす

い に を す。 
が してきた場 であっても、自治体や

ン ー 業の や経 計 の見 しな

の 事 によって が の では できな

なる 性がある。 
の ー ン の はもっ ら 動員

とメ の掲載 で されている。 
の経 な を 開 することは、

の 催者にとって、 ン ー の な の

で重 であるとの はされているが、 は

には が っている。 
 

 
 のよ な 査 ら、 として した

性のある では、BSCの各 の が

であり、BSCの れ れの が に び き、

ンの 成 た 関 が になっている

に いて する。 
 
  

 まず、 の に たる 性のある

では の各 の が である とい に

いて、事例 にお る各 の を すること

にする。 

 

の において、各 の開催 体が な

として を対 にしているの に いて見てみると、い

ずれの も を として見ていることは し

ている。 ただし、 の の ー ーに いては

があり、 の 成を の に含めている

国 や ばり国 ン

は、 者を の高い とし

て える が い。また、 メー ー

バ は、 も も の に 発表の場

を することを にしているため、 者を と

して える いが なっている。いずれの も、

では見ることのできない を ン するこ

とを重 しており、これによって の 足 を高めよ

としている。また、いずれの においても の

を に せず、 ン ーや 者な い

ー ーを対 に えていることでも する。 

 

の は、 約の で の

足を するための を すものとして する。

業界は に であり、業界の や

の 方 にも特 なものがある。 のため、

に いても、 ート には のノ が

足する場 がある。事例研究の対 とした にお

いては、 な との 関 を したり、 の

関 を活 したりすることによって、ノ の

足を っている。 によって はさま まである

が、事例研究の対 とした においては、 ら の

で、 のノ を 在 させることがで

きていたと考えられる。 

に、 の に いて する。

において、 の 足を するためには ン ン の

が も重 な の であると考えられるが、

ン ン の を するのが、 の

である。事例研究の対 とした には、 のす

てに ン ーがいる 、

ン ー を った が 在している。

また ン ン の では 考は な
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で行 れている。このよ に、各 では する

の を るための の が され

ているといえる。 

 

と学 の は、 を してい ために

体はい なる と学 を成し な ればならな

いの とい 題である。 ばり国 ン

は、 の によって となった

を された が の ン トを

き いだ で、 の として 活させたとい

な の事例である。また、 ン ー

バ では、 には と 集

をすることができな ったが、 に

を加えながら を した。 の後、

とい 方 の によって の ー ン

トを り した 、地方自治体との により、

の を ることに成 している。 ー

ン地 では、 だ ではな

、 者との 応 の を するな の を

行ってきた。 国 では、 ー

ト の を みたり、 メー ー

バ でも 回 の開催地域を させたりす

るな といった を行っている。 

 

にお る の は、 のための をい

に することができている とい と 体

が トを に し 、 に のよ に を

するの とい に ることができる。 

活後の ばり国 ン は、

が 活 の の となったが、年 を じて、

や 成 の を行っている 、 業

ン ー らの を るための 業活動を行っており、

の も させている。 ン ー

バ は、 地方自治体との 催 を ったり、

な ン ー の 活動を行ったりするこ

とによって を行っている。また、 ー

ン地 の場 は、 が にあるが、 

の である ン ーは で している。

国 は と とい

地方自治体が の であり、 や

も ている。また、 メー ー バ

では、 の でのできるだ トな

を行っている。このよ に、 の を でき

ていることが の となっている。 

方、 の ー ン の は、す ての

で、 動員 とメ 掲載 を いて行ってい

る。ただし、 動員 やメ 掲載といった は、

しやすい ではあるが、 のよ な を ー

者に えたの を す ト ではな

い。 のため、 ー ー の をより 体

に することは しい。 

 

  

に、 の後 に たる 性のある

では、  の れ れの が に び き、

ンの 成 た 関 が になっている と

い に いて、事例 にお る各 の を

することにする。 

は 活動であるため、開催 体の 成員

らの の しも含めて、 らの がな

れば開催を してい ことは しい。 って、

の開催に たって、 の らいの を できるの

とい は、事例研究で り たす ての

に する。 の の で にいえることは、

が大き れば れだ 多 の を するこ

とができるとともに、多 の トを することもで

きるよ になるとい ことである。また、 性の高い

会場を することもでき、 報活動も活発に行 こと

ができる。 の として、 動員 が大き なり、

メ での掲載 も 加するとい めて な

れである。 

これを において、事例研究で り た各

の メントにお る 関 の を見てみること

にする。 

 

ばり国 ン の ン

は、 国の が を れないよ にすることであ

る。 のためには、 らの 報発 を行い、メ

に多 掲載してもら ことが になる。 のため

には、 題を り、 の 足 を させることで

動員 を やすことが められる。 のためには、

な を するための ン を高め、

開催 の ー ンの を る がある。

また、 のためには、より な の 現や

の 、あるいは の を行 がある。

のためには、 らの がないな で、各

成 や と 業 ン ー らの を て、

な を する がある。 ばり国

ン にお る の各 はこのよ

な トー ーで られる。 
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国 は、行 の

であるが、 の は 産業の

である。 のためには、まず に を れて

もらって とは を知ってもら のと

に、 にお る を 成するとい

ンを っている。 のためには な を

して、 に 足を える があり、 ン

ンにおいては、 な を発見し、 を 成

しな ればならない。 のためには、 を に

行 があり、 成のための みを させな

ればならない。さらに、こ した体 を するため

には、 の と 成に関する との

が になる。また、 の を させるために

はできるだ 多 の応募 を集める がある。 の

ためには、 を する がある。

国 の メントはこのよ な トー

ーとなっている。 

 ー ー  

メー ー バ は、 の

が を られるよ にすることが ンで

あり、 のための の発表の場を るものである。

ンを 成するためには、 の 足 を さ

せると に、 者の 足 も させな ればなら

ない。 の 足 を き るためには、 な

を する があり、また 者の 足 を き

るためには、 に して多 の を集めることや、

者が や の 者との ー ンの

会を ることで 者の ー ンの を る

ことが である。 のためには、 で多 な

を 意すると に、 の の を して

り るといった ンも 足させるよ な

を る がある。 した活動を るため

には、 のためには した会場を し、 な

が である。 メー ー バ

の メントは、このよ な 関 の となっ

ている。 

 ー  

ン ー バ は、 もた

の 性を て、国 を ることを ンとし

ている。 のためには、 に って を し

て開催し、多 の 動員をする がある。 のため

には、 と ン ーを に 足させる がある。

のためには、 動員 のある を し、

を してい がある。 のためには ン

ーを し、 な を する がある。

動員 が 加し、メ の掲載 が えれば、

ン ーも できるよ になり、さらなる の

の 大が できる。 ン ー

バ は、このよ な 関 の による メント

を行っている。 

 ー  

ー ン地 は、 を じて

題に いて考えるきっ を ることであり、さま

まな 会いの場を ることである。 のためには、で

きるだ の を し、 動員 を やす

がある。さらには、年 回の の本 だ ではな 、 

国での 回 を行 ことで、考えるきっ とさま

まな 会いの場を多 てい ことになる。 の

となるのが、 に が されていること

である。 ー ン地 の場 は、こ

のよ な 関 の による メントを行ってい

る。 

で したよ に、事例研究で り た の

では、特に を した メントを行って

いる ではないが、 の各 にあ た 関 の

が見られることを することができた。ただし、 

の にお る の 、 ー では、

動員 とメ の掲載 の を で

している はな った。 

事例研究の ら、 性のある では

の各 の が であり、 の れ れの

が に び き、 ンの 成 た 関

が になっているとの が 性を っ

ていることを することができた。 

 

  

事例 の 、 の 性 に、

性のある の に いて、 関 者の行

動の動 には によるものではな 、自 の し

みと 足があるとい ことが見いだされた。これはい

る自 足とは なり、 催者と が れ れ 体

を しながら、 じ ー の場を して、

が して しい を 発してい よ な 体

の関 である。 

 の メントにお る 関 の は、

である ンを 成するためには の 足

を させる があり、 のためには、 の

の や の 、 あるいは

の学 が であると することができる。ただ、
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これらの各 にお る活動を え、活動の 約 で

ある活動 が されることが である。こ した

関 の は な にも多 見ることができ

る。だが、 の においては のよ な特徴が見

られる。 

 の開催 体は、 な ンだ で

を開催しているのではな 、開催 体の しみや 足

といった あるいは 体としての自 現のために

を開催しているとい 重が高い。これは、

が開催されるためにはまず 催者の 足がな れ

ばならないとい ことを意 する。ただし、 催者が

方 に 足を るだ であるならば自 足となり、

や ン ー、 者 らの を ることはでき

ない。また、 や ン ーだ の 足が され、

催者が 足しな った場 は、 も も 催者が

の開催を る がな なる。 って、 催者の

足と の 足が 体 し、 が するよ な関

にならな れば は してい ないことになる。

が 足すれば、 れは ン ーの 足に ながる。

また、 者の 足は、 や ー ン

を じて にも を えることになる。 ン ー

の 足は ン ー の に ながり、 の

に ながる。 れによって が されることに

なる。すな 、 においては、 催者は の

として な ればならないことになる。 

こ した意 で、 にお る の には、 、

ン ー、 者な の 、 催者も含まれること

になる。このよ な 体 した ー ーが

じ場を して、 が して しい を 発す

る場こ が の本 であると考えられる。 

 

 ト  

に、事例研究 ら られた各 にお る 題 を

まとめてお ことにする。 

第 に、いずれの においても、 催者は 体

な ンを ってはいるが、 れらが ン

ートメントな の で されておらず、各 成

員や ー ーに しているとはいえないとい

題 が された。 また、 各 成員や ー

ーと ンを しよ とする な

メントも行 れているとはいえな った。 

第 に、 の の では、まず、 の

を ー 業と えて、 ー ン の ら

ー ーの 足 の を に っていると

はいえないとい 題 が された。また、 ー

ーの 、地 の地域 との 関 が に

しているとはいい い が多いとい 題 が

された。 

第 に、 の の では、 のノ

が されておらず、経 が に び

られていないとい 題 が された。 

第 に、 の と成 の では、まず、 行

委員の を ることができず、 行委員の高

な によって、 成員の ー ンの が発 す

るとい 題が された。 れによって、 自体

の ー ンが することになる。また、 ン

の ー ン に いて、 らの

ー ンを高めるよ な メントが行 れて

いない ー がある。 

第 に、 の の では、 の に

いて、 が られていないとい 題 が された。

また、 の とい らは、 に 動

員 とメ とい の が れているが、

の を ンとの関 で えている

は見 たらな ったとい 題 がある。 

の事例研究 らは、成 だ ではな 、

のよ な 題 が された。このよ な 題 の

も に きながら、 の メント

を することにする。 

 

論 

 本研究では、 にお る経 の 関 の

を し、 性のある の メントにお

る を した。 れらを参考にしながら、

性のある地域 の を すれば、 のよ

になる。 

・ 体 な ンを し、 の開催 を

する。 
・ の のす てを 足させるためのバ ン

を る。 
・ 催者の ーを する。 
・ 体 の ー ンの場を る。 
・ のための みを し、 する。 
・ ンの 成に て な 行 ー を

に 。 
・ ノ ー ンと を の として

る。 
・ 自 に た の ート を

する。 
 の に の 関 の と ンを
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成するための を 加し、 の ンを

成させるための メント を せば、 の

2のよ な となる。 
ンは 活動 が 成す き な

ー であり、 に す き である。

ンは 成員 員に されな ればならず、活動

体を するものである。また、 は ンを

現するための な 事 を表したものであり、

の 性は であっても れることはない。

って、 メント の 心に が まれる

ことになる。この では、 ンの 成を

として が 行されることになる。 の

ン 成に るまでの の れを するのが

体を である。 

 

  

 

地域 による地域活性 を成 させるためには、

を して開催し、地域 ン の 成を るな

の方 を る がある。本研究では、 のための考

を行った。 
 

 

本研究では、地域活性 のための の経 に

いて考 した。ただし、 した事例が られているた

め、これがす ての に できるとは い い

もある。また、経 の を行ったものの、 の

性の には っていない。 

今後はより多 の事例 を行 ことにより、さらに

された地域 の経 を することが

題である。また、本研究では を事例として り

たが、さらに研究を ント による地域活性 にまで

することが 題として されている。 
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Abstract 
The aim of this paper is to examine the management 
model of the local film festival in Japan. Using the 
framework of the balanced scorecard, five film 
festivals have been analyzed from four perspectives. 
By analyzing the management of each film festival, 
film festival management model has been derived. 
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